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  １．Ａ市の概要 
  ２．Ａ市の乳幼児健診および発達支援システム 
 Ⅲ．Ａ市における乳幼児健診後発達相談 
  １．乳幼児健診後発達相談の状況─2006年度～2009年度─ 
  ２．乳幼児健診後発達相談の状況から考える 
 Ⅳ．発達相談と子育て支援について─事例から考える─ 
  １．事例 
  ２．事例から発達相談の役割を考える 
 Ⅴ．まとめと今後について 
 おわりに 





























































































     
１歳未満 ２歳未満       
０歳 １か月 ３か月 ４か月 ６か月 10か月 １歳 １歳 ６か月 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 就学前 
◆出生届・予防接種ガイド配布           
◆赤ちゃん訪問～            
◆低出生体重児訪問～            
   ◆乳児健康診査(４～５か月児)        
     ◆10か月児相談(10～11か月児)     
       ◆１歳６か月児健康診査(１歳６～７か月児) 
        ◆２歳児相談(２歳～２歳１か月児) 
         ◆３歳児健康診査(２歳11か月～  ３歳０か月) 
  ◆発達相談～ 
  ◆乳幼児相談～ 
                     ◆フォローアップ教室～就園 
   
図１ Ａ市の母子保健 
































表１ 発達相談場面で面接した実人数 (2006年度～2009年度) 






一般相談 54 保育園児・小中学生・大人の相談 54 











   





















   
図４ 年度別相談実人数 





































   
表２ 相談結果 














１歳６カ月児健診以前の相談 6 0 6 6 0 
１歳６カ月児健診以後～２歳児相談まで 27 0 27 22 5 
２歳児相談～３歳児健診まで 66 4 62 49 13 
３歳児健診～ 39 12 27 17 10 
合計 138 16 122 94 28 












































   
１歳６カ月児健診以前の相談 6 2 6 0 0 0 0 
１歳６カ月児健診以後～２歳
児相談まで 27 7 22 0 5 4 1 
２歳児相談～３歳児検診まで 62 13 43 1 13 10 3 
３歳児検診～ 27 3 13 1 10 2 8 
計 122 25 84 2 28 16 12 


































































































































































































































































































































































   
引用文献・参考文献 
[１] 井上登生「小規模市町村における子ども虐待の予防と社会的養護」『小児の精神と神経49(１）』 
日本小児精神神経学会 2009年 pp.26-32 
[２] 小林美智子「子ども虐待発生予防における母子保健のめざすもの」『子どもの虐待とネグレクト 
第11巻第３号』 日本子ども虐待防止学会 2009年 pp.322-334 
[３] 小沢日美子「幼児の母子発達相談と他機関との関係発展について」『埼玉学園大学紀要（人間学
部篇）第９号』 2009年 pp.267-274 
[４] 柳澤亜希子「乳幼児とその家族をめぐる諸問題と早期支援の重要性」福井逸子・柳澤亜希子編
『乳幼児とその家族への早期支援』 北大路書房 2008年 pp.2-17 
[５] 島谷康司ほか「広島県東部３市における乳幼児健康診査後の支援体制と連携について」『人間と
科学 県立広島大学保健福祉部誌 ８(１）』 2008年 pp.167-172 
[６] 丸山美和子「保育所保育における『発達診断・相談』の今日的意義と課題」『社会福祉学部論集 
第９号』 佛教大学社会福祉学部 2006年 pp.79-93 
[７] 三沢直子「『子育て支援』の特集に当たって─『面接室モデル』から『地域モデル』へ─」『臨床
心理学 第４巻 第５号』 金剛出版 2004年 pp.575-578 
[８] 国松清子「ある地域における発達相談からの報告」『奈良文化女子短期大学紀要 第38号』 2007
年 pp.79-93 
・網野武博「家庭訪問による支援の歴史、現状と展望」『世界の児童と母性 vol.70』 資生堂社会福祉
事業財団 2011年 pp.2-6 
・石塚りか「乳幼児健診と虐待予防」『子どもの虐待とネグレクト 第11巻第３号』 日本子ども虐待




支援と心理臨床 vol.2』 2010年 福村出版 
・中村敬ほか「乳幼児健診システムに関する全国実態調査－2005年および2006年度２年間における悉
皆調査の分析結果について」『日本子ども家庭研究総合研究所 分担研究報告書』 2009年 
・篠田美紀「乳幼児健診からみた子育て支援」岩堂美智子（監修）松島恭子（編）『臨床心理士の子育
て支援－その理論と実践事例－』 創元社 2008年 pp.32-48 
  ・倭文真智子「臨床心理士と子育て支援」『臨床心理学 第４巻 第５号』 金剛出版 2004年 
pp.623-627 
・「社会保障審議会児童部会児童虐待等要保護事例の検証に関する専門委員会」 第７次報告 
   
────────────── 
〈注〉 









 ③  日本臨床心理士会が第４回子育て支援研修会（2003年）の参加者に実施したアンケートによれば、
全回答者144名のうち、子育て支援活動を行ったことのある臨床心理士は119名あった。そのなかで
健診などが含まれる保健領域での活動経験のある人は53名（22.9％）いた。 
 ④  2008年に制度化され2009年から施行された事業。『こんにちは赤ちゃん事業』とも呼ばれ、生後４
ヶ月までの乳児を養育しているすべての家庭に、保健師、助産師といった専門職だけでなく、母子
保健推進員、児童委員、子育て経験者が研修を受けて訪問する。 
 
受理日 平成23年９月５日 
 
 
